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５
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３
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
で
は
そ
の
歴
史
に

幕
を
降
ろ
す
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が
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３月１６日　日光地区広域行政事務組合閉庁式

　合併により広域行政事務組合もその役目を

終え、担当事務は新市に引き継がれた。

３月１５日　今市市閉市式

　記録写真で市の歩みを振り返り、新市に対

する期待を綴った中学生の作文が発表された。

２月１８日　栗山村閉村式

　117年にわたる歴史を持つ栗山村。その閉村

により栃木県から村が消えることになった。

２月２６日　足尾町閉町式

　足尾中学の生徒による歴史紹介や名物「 直 
なお

 利 音頭」などで町の歴史をしのんだ。
り

２月１１日　日光市閉市式

　市内７小学校の代表児童が「未来へのメッ

セージ」を読み上げ、今後の飛躍を宣言した。

３月１１日　藤原町閉町式

　子ども獅子舞や竜王太鼓が披露され、会場

を盛り上げた。


